























は移植神経の極性を逆行性とし、左側は11同行性とした。それら 2 群について術後 6 ヶ月 (12~~) および12
ヶ月(123)3))で電気生理学的・機能的及び形態学的検索を行った。
【結果】電気生理学的に神経移植部をはさんでの運動神経伝導速度は、逆行性群、 1慣行性群で統計学的に
有意苦手を認めなかった。また前腔骨筋及ひe長駈I申筋湿重量についても有意差を認めなかった。組織学的に
移植神経遠位部断端での軸索数について検討を加えたが、これらについても両群で明らかな差は認められ
なかった。術後6ヵ月と12ヵ月との比較では、筋湿重量、再生神経軸索数、再生神経軸索密度において、
術後12ヵ月のほうが両群とも有意に増加しており、神経の成熟が両群で間程度進行したと考えられた。
【考察および結語】今回の実験で移植に用いた緋腹神経は決採取した範囲においてほとんど分岐がなく、
その径もほぼ一定であった。このような条件下におけるcablegraftの極性の違いは神経再生に大きな影響
を勺ー えなかった。
論文審査の結果の要旨
これまで移植神経の極性についての報告は数少なく、その内容も様々である。また神経cablegraft法は
比較的大きな末梢神経欠損に対して複数の径の小さな神経を移植する場合などに用いられているが、一本
のみの神経移植とは神経再生の形態が一部異なっている。今岡我々は、家兎の複数の緋腹神経を用いるこ
とにより、 cablegraftの極性が神経ー再生に及ぼす影響を検討した。
日本白色家兎24羽を用い、両側の総僻骨神経に約20mrnの欠損を作成した。次に同側の餅腹神経を60mm
採取し、長さ20mmX3本のcablegraftを作製して、総勝骨神経欠損部に移植した。その際、右側は移植
神経の極性を逆行性とし、左側はJI闘行性とした。それら 2群について術後6ヶ月 (12*])および12ヶ月(12
羽)で電気生理学的・機能的及び形態学的検索を行った。
術後6ヵ月、 12ヵ月とも、運動神経伝導速度、筋湿重量、再生軸索数及び軸索密度に関して、逆行性群、
1由行性群とで明らかな差は認められなかった。術後6ヵ月と12ヵ月との比較では、筋湿重量、再生神経紬
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索数、再生神経軸索密度において、術後12ヵ月のほうがl可群とも有意に増加しており、神経の成熟が両群
で同程度進行したと考えられた。
本実験で移植した緋腹神経は、採取した範開においてほとんど分岐がなく、その径もほぼ一定であった。
このような条件ドにおけるcablcgraftの極性の違いは神経再生に大きな影響を与えなかった。
以上の研究は大きな末梢神経蹟傷の際の神経移植法において、寄与するところが大であると考えられる。
よって本研究者は、博 iて(医学)の学位を授与されるに値すると認められた。
-286-
